
今後実施予定の朝霞の取り組み特集

　令和５年第３回朝霞市議会定例会では、さまざまな議案・施策等について審議が行われ、次の施策等は議会で可
決された場合、実施される予定です。なお、今回の定例会の内容については、広報あさか11月号の「議会だより」
に掲載する予定です。各施策等の詳細は、お問い合わせください。

／障害福祉課　☎463-1599
　光熱費等の高騰に伴い、運営経費増加が見込まれる、県の補助対象とならない市指定の事業所や、燃料費等の負
担が大きい車両を使った障害福祉関係サービスを提供している事業所へ支援金を交付し、負担を軽減します。

●光熱費等の高騰に伴う障害者施設の負担を軽減します

金額／市内17事業所に対して、合計89万円合計89万円

　 ／保育課　☎463-2939
　公設公営保育園で実施している給食事業について、魚や牛乳などの食材が高騰している中、給食の材料購入費に
係る価格上昇分を市が負担します。
＜イメージ＞

●公設公営保育園給食材料費の価格上昇分を市が負担します　

１食あたり食材高騰分20円／日　×　20日／月　×　６月  ＝ １人あたり2,400円2,400円の負担減

　 ／保育課　☎463-2939
　物価高騰で影響を受ける保育所等（民間保育所等・放課後児童クラブ・幼稚園）に対して、各保育所等の負担を
軽減する支援を行います。

●�物価高騰で影響を受ける保育所等（民間保育所等・放課後児童クラブ・幼稚園）
への支援を行います

金額／市内約98か所の保育所等に対して、合計約1,515万円合計約1,515万円

※一部、埼玉県負担分あり。

　 ／長寿はつらつ課　☎463-1921
　光熱費等の高騰に伴い、運営経費増加が見込まれる、県の補助対象とならない市内高齢者福祉サービス提供事業
者へ支援金を交付し、負担を軽減します。

●�光熱費等の高騰に伴う高齢者福祉サービス提供事業者の負担を
　軽減します

金額／市内27事業者に対して、合計135万円合計135万円

　 ／上下水道総務課　☎462-3366
　市民生活への影響を軽減するため、水道使用者（官公署は除く）の皆さんの基本料金を減額します。（11月～令
和６年２月検針分）
＜イメージ＞一般的な口径の基本料金（税抜き）【２か月分】

口径13mm の場合： 減額前  900円 ➡　 減額後　450円
口径20mm の場合： 減額前　1,400円　➡　 減額後　700円
※上記の基本料金に従量割料金と消費税を合計した金額が水道料金となります。

●�エネルギー価格高騰による影響を軽減するため水道料金を減額
します
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問／ファミリー・サポート・センター（保育課内）　☎ 483-4501
　ファミリー・サポート・センターは、育児援助を受けたい人 （ファミリー会員）と育児援助をしたい人（サポー
ト会員）が会員となり、センターのアドバイザーがファミリー会員の依頼内容や要望に合うサポート会員を紹介
し、相互援助活動を通じて子育て家庭を応援する、有償のボランティア活動を進めていく会員組織です。
ファミリー会員になれる方／市内に在住、在勤で、生後２か月～小学６年生の児童を養育する方
サポート会員になれる方／ 市内在住、心身ともに健康で、子育てに理解と意欲のある20歳以上の方
※万が一の事故に備えて、補償保険に加入しています。（無料）

　利用には事前登録が必要です。入会説明会に参加していただくか、
センター窓口での個別説明を受けた上で、利用登録してください（い
ずれも要予約）。
お願いできる内容／
・保育園、幼稚園、小学校、放課後児童クラブ、習い事などへの送迎
・病院などの付き添い
・買い物やリフレッシュなど外出の際の預かり
・冠婚葬祭、きょうだいの学校行事の際の預かり
・その他、ファミリー会員の仕事や育児のために必要な援助

ファミリー会員になるためには ファミサポのしくみ

援助を依頼したい会員はファミリー・サポート・センターに連絡します

アドバイザーはサポート会員をコーディネイトします

ファミリー会員、サポート会員とアドバイザーによる事前打ち合わせをします

会員による相互援助活動

育児の援助を受けたい人
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　養成講習会（３日間）を受講し、援助できる曜日・時間・内容など
を登録していただきます。
　養成講習会の日程は、市ホームページ等でお知らせします。

サポート会員になるためには

問／こども未来課　☎463-0364　　所沢児童相談所　☎04-2992-4152

ファミリー・サポート・センターファミリー・サポート・センターををご利用ご利用くださいください
～地域市民で子育てのお手伝い～

市ホームページ

10月は10月は「里親月間」「里親月間」ですです

「里親制度」を知っていますか？
　さまざまな理由により自分の家庭で暮らせない子どもたちを、里親が保護者に代わり家族の一員として迎え入
れ、温かい愛情と家庭的な環境の中で養育する制度です。
　子どもの成長は、家庭で暮らす時間や経験が大きな役割を担っています。保護が必要な子どもたちが健やかに育
つために、里親家庭が増えていくことが社会的にも必要とされています。

里親になるには
　埼玉県が行う所定の研修を修了することなど、一定の要件を満たすことで里親になることができます。里親につ
いて知りたいことや、里親登録までの流れなど、詳しくは所沢児童相談所または朝霞市こども未来課にお問い合わ
せいただくか、埼玉県やこども未来課のホームページをご確認ください。

里親の種類

一定期間自分の家庭に迎え入れ養育します。
養育里親養育里親

特に支援が必要な被虐待児などを養育します。
専門里親専門里親

将来的に子どもを実子とすることを希望
し、養子縁組が成立するまでの間、里親と
して一緒に生活します。

養子縁組里親養子縁組里親
実親が死亡、行方不明などの理由で子どもの養
育ができない場合に、実親に代わり親族が養育
します。

親族里親親族里親
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